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　当市における農林業の就業人口の減少につい
ては、より良い経済環境を形成していく上で危
惧しているところであり、その改善策の一つと
して、主要事業に新たに「新規就農者」及び
「新規就漁者」対策の推進を主要事業をして追
加し、実施していくこととしております。
　また、経済の地域循環を行っていくという点
につきましても、従来より地産地消運動の推進
を行っているところでありますが、今後の延長
期間におきましても、これまで以上に推進して
いく考えでございます。
　林業分野における地域づくりにつきまして
は、今後の参考として検討させていただきま
す。

「北斗市まちづくり計画」の変更に関する
パブリックコメント手続の実施結果について

意見等の概要

　TPP対策は国も講じるようですが、農林水産
業の環境は厳しくなりそうです。確かに農業や
水産業で６次産業なども見られますが、市のサ
ポートがポイントだと思います。地域づくりの
基本は、地産地消による地域内経済効果重視、
地域循環型経済へと進むべではないかと考えて
います。北斗市の統計では、農業や林業での就
業人口は２５年前と比べ約５０％も減少し、水
産業は約３０％減少となっています。食料生産
は基幹産業です。生産者と消費者を結びつける
事が必要であり、例えば、生産者と学校や老人
ホームや介護施設などを結びつける施策（流通
面、体験などを通じた交流会等）が必要だと思
います。地域循環型経済、地域で、ものやエネ
ルギー（森林資源）、お金がまわるような取り
組みが必要と考えます。「地産地消による地域
内経済」という地域づくりの指針となる言葉を
加筆されてはどうでしょうか。林業も国土保全
など多面的な機能を持っています。道内でも木
質資源を利用した地域づくりも行われています
ので、参考にされてはいかがでしょう。
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